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ジェンダー平等な未来を再構築するユースたち

未来サミットに向けた調査結果とユースの提言
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Whispers of resilience

運命の残酷な手によって投じられた影の中
で、強さと忍耐の物語が展開する。

22歳の女の子は、
語られることのない夢を抱いていた。

学校に行けず、両親は懇願し、
貧困は過酷な命令を下した。

残酷な行為、不正義は揺れ動く、
しかし彼女の精神は永遠に逞しい。

若き日に結婚を強要され、
妊娠は暗い暗闇の中で失われた。
合併症が悲しみの潮流を生み、
それでも彼女は力強く生き抜く。

失業の掌握、残酷な要求、
経済的苦悩、不屈の糸。

正義が眠り、不正義が横行し、
闇がはびこるコミュニティ。

抑圧下の彼女は、
どう立ち上がれるか考え、

拠り所を見つけられなかったが、
彼女は祝福された、ガールズ版協定、

夜の中の光明、
分かち合う努力、勇気ある戦い。

2054年、
彼女は子どもの明るい世界を夢見ている。教

育の扉が大きく開かれ、
全ての女の子の夢が歌われる世界を。

彼女は気候の物語を共有したいと切望する、
目覚め、配慮を示す世界。

心が語られる未来。

彼女の力強い歌声の響きの中で、
変革のシンフォニー、希望に満ちた選択、

抑圧に抗い、団結して揺れ動く、
ガールズ協定の抱擁の中で、明るい一日を。

Margaret 、22歳、女性、サハラ以南アフリカ

しており、活動資金不足のままである。Margaretの詩

は、こうしたジェンダー不平等を悪化させる貧困の重大
性についても語っている。

だが、Margaretのように、世界中の女の子は、違う未

来のビジョンを描いており、それは実現可能だと信じて
いる。私たちは彼女たちと共に、協力すれば、このビ
ジョンを実現できる。あらゆる形態の暴力、CEFMU、
女性器切除（FGM）から女の子が逃れた世界、女の子

が活躍できる教育、技能、保健、栄養サービスを受け
られる世界、そして女の子が自身の将来について席に
着き、発言できる世界。そこでは、彼女たちはただ参加
するのではなく、より良い世界に向けた変化の担い手
となっているのだ。異なる世界、皆にとってより公正・

豊か・安全な世界。そして私たちは、適切な資金と政
治的意志をもって、それを実現するのに何が効果をあ
げるのか、その証拠と経験を持っている。未来サミット
で世界の指導者 が一堂に会するとき、彼女たちのビ

ジョンを、これを実現するための行動への呼びかけとし
よう。それは私たちの手中にある。

ユニセフ、ジェンダー平等担当副局
長、Lauren Rumble

Fコミュニティでの学校政策決定における発言力か

ら、思春期の保健サービスに関する国家政策、そし
て持続可能な開発目標（SDGs）に関する地域的・世

界的な意思決定に至るまで、思春期の女の子の生活
に影響を与える政策決定において、彼女たちの権
利、優先事項、ニーズ、経験は、あまりにも長い間、
排除されてきた。ユニセフは、この重要な報告書にお
いてプラン・インターナショナルと協力し、思春期の女
の子やユースの声に耳を傾け、それに基づいて行動
することの重要性を訴えることができ、大変嬉しく思っ
ている。この報告書は、ユニセフが最近実施した女の
子の権利に関する、50万人超のユースを対象とした

デジタル調査で寄せられた声を力強く補強するもの
である。教育は、ジェンダー平等を推進し、ユースの
身体と権利に関する教育を受ける権利を推進するた
めに、依然不可欠でありながら未成熟な ツールであ
り、科学、技術、工学、数学（STEM）のスキル、デジ

タルへのアクセス、そしてディーセントで生産的かつ
安全な仕事への移行に関しては、ジェンダー格差は
許しがたく深刻なままである。健康、特に性と生殖に
関する健康と権利（SRHR）へのアクセスは、実現に

は程遠く、多くの状況で攻撃を受けている。早すぎ
る、強制された結婚（CEFMU）、ジェンダーに基づく
暴力（GBV）、ケアワークをめぐる不平等は依然蔓延

序文
プラン・インターナショナル、戦略・エンゲー
ジメント最高責任者、Kathleen Sherwin

国連未来サミットは、ジェンダー平等とすべての人に
とってより良い世界を実現するために、既存の公約
を再確認する、またとない機会である。

この新しい参加型調査は、思春期の女の子とユース
の声、そしてジェンダー平等な未来に向けた彼らの
ビジョンと提言を紹介するものである。彼らのメッ
セージは明快だ。政策立案者は思春期の女の子の
声に耳を傾け、意義深く、包摂的で、力づける形で、
彼女たちを意思決定に参加させなければならない。
政策立案者は今こそ行動すべきだ。現在のままで
は、今の世代の女の子だけでなく、多くの将来世代
を取り残すことになるだろう。

サハラ以南アフリカ出身の22歳のMargaret の詩
『Whispers of Resilience（レジリエンスのささやき）』
は、女の子が世界中で直面する課題を浮き彫りにし
ている。だがこの詩は、本報告書と同様、レジリエン
ス、断固とした楽観主義、そして世界を変革する
ユースの集団的パワーの物語でもある。私たちが共
に実現したいと願う未来の不可欠な共同創造者とし
て、思春期の女の子の声を増幅させよう。
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主な調査結果

調査参加者の思春期の女の子とユースは、女の子の権利、
機会、幸福を脅かす強固な障壁とジェンダーに基づく差別を
懸念している。彼らは、女の子と女性に対する継続的な暴
力、CEFMU、質の高い性教育の欠如、ケアワークに対する

不平等な責任、職場におけるジェンダー差別を憂慮してい
る。彼らは、権利の後退、極右行動、一部の男性や男の子
による変化への抵抗、テクノロジーやインターネットによる新
たなリスクを懸念している。ユースは、気候の緊急事態、紛
争、不安定な世界において危険を感じ、女の子の権利とジェ
ンダー平等を進展させるための政府の努力が不十分である
ことにいらだちを感じている。

若い調査参加者は、ジェンダー平等が単なる目標ではなく、
社会のあらゆる側面に浸透する現実となり、人種差別や植
民地主義、その他の抑圧に根ざしたステレオタイプや偏見が
解体されるような未来を望んでいる。男の子が女の子を対等
な存在として尊重し、大切にするように育てられ、女の子と女
性が暴力やハラスメントを受けず、準備ができたら結婚して
子どもを産む、または産まない選択をする自由がある世界。
彼らは、包括的な性とジェンダー教育へのアクセスと、教育、
職場、政治的リーダーシップの面での平等な機会を望んで
いる。

「気がつけば、私は将来たどり着きたいと夢見ていた場所に立っていました。で
も、私がそこで見たのは、単なる個人の願望を上回るものでした。それはジェン
ダーをはるかに超えたもの、つまり人間性だったのです。一人一人の中にある栄
光の可能性を垣間見たのです。この現実は、既存の障壁を打ち破り、未来に花
開く無限の機会への道を切り開くための私たちの集団的努力の結果として、私に
もたらされたのです。」。

Azoo*、21歳、女性、南アジア、ワークショップ

* 調査参加者の氏名は、個人情報保護のため、全て変更されている。

これらの改善は極めて重要だ。

現在の傾向が続けば、今の世代の女の子だけでなく、将来の多くの

世代も取り残されることになる。

形成するためにジェンダー・トランスフォーマティブ・ア
プローチの必要性を強調することである。この世代の
ユースが抱える困難や不安は、女の子とユース女性
を苦しめ、根強いジェンダー差別、機会の欠如、そし
てあまりにも日常的なGBVの経験によって、一層強め

ている。彼らは何が変わるべきかを知っており、未来
サミットは、今日のユースに、彼らだけでなく、未来の
世代のために新しい世界を形作るまたとない機会を
提供する。

要約
この報告書は、ジェンダー平等な未来に向けたユー
スの考え、悩み、アイデア、ビジョン、提言を紹介して
いる。本書は、ジェンダー平等と皆にとって明るい未
来を実現するために、私たちがどのような具体的な
段階を踏めるかについて、新たな参加型証拠を提示
し、十分な情報に基づく議論の土台を提供するもの
である。プラン・インターナショナルは、今年の国連未
来サミット期間中、思春期の女の子とユースの声が
鮮明になるよう、世界の全地域を代表する35カ国超
から100人超のユースを対象に、参加型ワークショッ

プとオンライン調査を実施した。この調査の全体的な
目的は、ユースを議論の中心に据え、未来の世界を

彼らは、人類が地球を大切にし、テクノロジーが包摂と力づ
けのツールとして使われ、デジタル格差を埋め、全ての女
の子に活躍の機会を提供する未来を想像している。

ユース調査参加者は、自身が変化を起こせると自信を持っ
ており、意思決定に関わりたいと考えている。世界の行く末
を憂いながらも、彼らは未来に希望をもつことを選択した。

• 調査参加者の75％が、自身が生きている間にジェンダー
平等が達成されると信じている。

• 90％が、今後30年間でジェンダー平等の大幅な改
善に寄与できると考えている。

思春期の女の子とユースは、未来サミットを重要な機
会、つまり、多国間システムを改革し、世界的な課題に
対応するための既存の公約を再確認し、ジェンダーを
これらの議論の中心的な柱に位置付けるようにする機
会だと考えている。

• 調査参加者の85％が、サミットがジェンダー平等の
大幅な改善に貢献することを肯定的に感じている。

18歳のユースリーダー、エクアドル © Plan International
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行動喚起

調査参加者の思春期の若者とユースは、政策立案者に要求する

• あらゆるレベルの女子教育、特にジェンダー・トランスフォーマティブで包括的な性教育と
デジタルスキルに投資すること

• 意思決定プロセスに、女の子を含むユースを、制度的、有意義、包摂的、力づける形で参
加させること

• SDGsと人権への公約を再確認し、誓約を具体的な行動に移し、ジェンダー平等と皆に
とってより良い世界を達成するための約束を早急に実現すること

未来を再構築する試みには、ジェンダー・トランスフォーマティブ・アプローチが不可欠であり、
思春期の女の子とユースが議論の中心にいる必要がある。

「私の未来は、今私が発する声で決まるのです。どうか、ユースとしての
私たちの声に耳を傾けてください。今日の決断が、明日の私たちの生活
に影響を与えるのですから。」。 
Furaha、16歳、女性、サハラ以南アフリカ、調査

ガールズ版「未来のための協定」

国連未来サミットは、未来に向けた協定、すなわち、今後の
挑戦に立ち向かうための具体的な公約を発表する。こうし
た計画にユースが参加しなければならない 。結局、それは

ユースの未来なのだ。彼らの声が確かに届くよう、この調
査の一環として、世界中の15～24歳の思春期の女の子と

ユースが、世界の現状に対する懸念、ジェンダー平等を核
とした前向きな未来のビジョン、そしてジェンダー平等を達
成するための政策立案者に対する明確で実行可能な提言
を共有する、ガールズ版「未来のための協定。」を作成し
た。

ガールズ版「未来のための協定」はこちらからダウンロード可能：
https://www.plan-international.jp/activity/pdf/
Girls_Pact_for_the_Future_JP.pdf

しかし、ジェンダーをこのような議論

の中心的な柱に据えなければ、

女の子とユース女性が恩恵を受けら

れない制度を再び生み出す危険性が

ある。

「未来のための協定」の原案4 の通り、各国と政府の
代表は、現在世代と将来世代を守ることを約束してい
る。ジェンダー平等と女性と女の子の権利は、この文
書に特別な章を設けてはいないが、これらの問題は
随所で言及されている。この協定は、1995年の「北京
宣言と行動綱領」— 今日に至るまで、女性と女の子
の権利にとって最も重要な文書 — への公約を再確

認するとともに、女性と女の子に対するあらゆる形態
の差別と暴力を撤廃し、ジェンダー平等を達成するこ
とを謳っている。この文書は、技術開発、紛争解決、
国内・国際レベルでの政治機構におけるリーダーシッ
プへの女性と女の子の参加の重要性を強調してい
る。更に、SRHRを含む女性と女の子の人権の実現
を、世界の平和、繁栄、持続可能な開発の達成に結
びつけている。

はじめに

国連未来サミットでは、「未来のための協定」1 と呼ば
れる行動志向の成果文書が作成され、「将来世代に関
する宣言」2  と「世界デジタル大綱」3  が添付され、参
加国によって承認され、今後の進め方が概説され
る。これは、2030アジェンダとSDGsという既存の公約
を再確認し、今日と未来の課題により的確に対応する
ために多国間システムを改革する、千載一遇の機会で
ある。

女の子が欧州議会で発言する、ブリュッセル、ベルギー
 © European Week of Action for Girls



現在のペースでは、ジェンダーギャップをなくすのに
131年かかる24。
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現在の位置

世界の女性と女の子の現状は、そうした約束を真に果たすために私たちが直面している
課題の大きさを明らかにしている。世界の85％の国々が、ジェンダー平等やSDGsの達

成に向けた軌道に乗っていない。その多くは後退している5。

• SDG5の指標はどれも全くまたはほとんど達成されておらず、他のSDGのジェンダーに関
連した指標も大半は達成されていない6。

• 最も疎外された人びとを支援し、「誰一人取り残さない」 と約束したはずなのに、 加盟国は
必ずしも持続的に尽力してきたのではない7。

• 女の子とユース女性は、依然重大な不平等に苛まれている8 。
• 彼女たちはより高い割合で極貧状態を経験し9、教育、雇用、訓練から外れる可能性はユー

ス男性の2倍を超える10。

• 教育が進んでいるにもかかわらず11、 女の子の高等教育修了率は60％12にとどまってお
り、特に疎外されたコミュ ニティでは、不就学の、読み書きのできない女の子の数は容認で
きない13。 世界全体では、現在1億2,900万人の女の子とユース女性が不就学であると推
定されている14。

• GBVは依然根強く15、CEFMUは何百万人もの女の子の権利と幸福を脅かし続けている16。

• 有害なジェンダー規範やステレオタイプは差別を永続させ、特にSRHR17やテクノロジーへ
のアクセス18に関して、女の子の自主性を制限している。

• 紛争19や気候変動による異常気象20が増加する中、女の子の脆弱性は著しく高まっている
21。

• 反権利運動が勢いを増し、教育制度、法的枠組み、フェミニズム活動22が標的にされる中、
女性と女の子の権利23の後退は、ジェンダー平等の前進に重大な脅威となり、女の子の将
来を極めて重要な岐路に立たせる。

António Guterres国連事務総長が『私たちの共通の課
題（Our Common Agenda）』25で述べたように、私たち
が集団として「何を」達成したいかは明示されている。
今こそ世界の指導者は、ステークホルダー（ユースも含
まなければならない）と連携し、このような 望みを実現
するための「方策」を打ち出す時なのである。

ジェンダー平等の未来に関して、多くの有益な報告書、
分析、予測が発表されている26。未だ欠けているのは、
安全で歓迎される場で発せられたユースの声であり、
世界の指導者が真に傾聴し、思春期の女の子とユース
女性の未来を最終的に形作る意思決定に情報を提供
し、影響を与えるために利用されることである。

この調査プロジェクトは、国連未来サミットをめぐる議論
や決定において、ユースの声を最前線に届けることを
目的としている。参加型未来手法によるオンライン調査
と仮想ワークショップを通じて、100人超のユースが2つ
の重要な調査項目について考察している。

• このまま傾向が続けば、思春期の女の子とユース女
性の未来はどうなるのか

• 思春期の女の子とユース女性の未来にプラスの影
響を与え、ジェンダー平等を前進させるために、世界
の指導者はどんな具体的な一歩を踏み出せるのか

本報告書とそれに付随するガールズ版「未来のための
協定」は、上記の問いに対するユースの集団的回答で
ある。本書は、現在の傾向に基づく未来の潜在的なシ
ナリオを議論し、彼らがどんな未来を望んでいるかを描
き、世界がそれに到達するにはどうすべきかを提言し
ている。

調査方法

本報告書のための調査には、さまざまな方法が用いられた。

• 文献レビューとホライゾン・スキャンニング。（訳注：将来、社会に大きな
影響をもたらす可能性のある変化の兆候をいち早く捉えるために、利用
可能な情報を体系的・継続的に収集・分析し、潜在的なリスクや可能性
を把握する活動のこと）

• プランのユース・ネットワークおよびユニセフのGlobal Girls Advisory
Groupのメンバーである、世界各地域の15～24歳の124人を対象とした
オンライン調査。

• プラン内の複数のユースグループから44人のユースが参加し、3時間の
オンライン・ワークショップを5回開催（ユース男性7人、ユース女性37
人）。この過程で、世界中の政策立案者への重要なメッセージと提言を
盛り込んだガールズ版「未来のための協定。」を起草した。

• ガールズ版協定検証ワークショップに、世界の全地域から15～24歳の
ユース34人（女の子とユース女性30人、男の子とユース男性4人）が参
加。

調査方法は、参加型かつ協働的なもので、ユニセフの『Youth Foresight 
Playbook： Designing a Youth-centred Journey to the Future』に従
い、調査参加者のユースによって共同設計・共同実施された。参加者全
員から同意を得、18歳未満は保護者の同意を得た。氏名は全て変更さ
れている。
より詳細な調査方法は付録を参照のこと。

思春期の女の子とユースは、未来サミットで政策立案者に対し、

意思決定プロセスに彼らを参加させ、ジェンダー平等と

ジェンダー・トランスフォーマティブ・アプローチへの世界的な

取り組みを強化するよう呼びかける。

子どもとユースが彼らの権利を訴えるデモ行進に参加、東ティモール © Plan International

https://plan-international.org/girls-pact
https://plan-international.org/girls-pact
https://plan-international.org/girls-pact
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どんな未来が来るかは誰にもわからない。だが、世界
の現状とジェンダー問題や女の子の権利をめぐる最近
の変化から、人類は岐路に立っていると、ユースは考
えている。現在の負の傾向が続けば、次世代の女の子
は重大な反発に遭い、それが社会全体に波及する。し
かし、思春期の女の子とユースは、現状に遥かに明る
い未来の種が既にあり、育成すれば、皆に多大な利益
をもたらすジェンダー・トランスフォーマティブな未来に
つながる可能性があることを理解している。

目下進行中の変化の意味を考察し、新たな傾向を調
査することで、未来の姿が明らかになる：それは常に
今日の選択にかかっている。本報告書の調査の一環
として、対立する可能性を検討し、2つの多様な青写真

を作成するため、ワークショップの参加者は、現在の
発展がもたらす可能性のある結果を探求する一連の
「未来の輪（Futures Wheel、訳注：意思決定やアイデ

ア探索のツールとしても使用される。アイデア、変更、
または決定がもたらす影響をブレインストーミングし、
それらの影響の組み合わせによる効果を探るために
使用される。）。」を作成した。ユースは、希望に満ちた
道筋と絶望につながる道筋を見極めた。

シナリオ1：

反発と決裂の
未来

シナリオ2：

ジェンダー平等と万人
の繁栄の未来

世界のリーダーとして、あなたはどちらの未来を選ぶか

進む道：未来の選択

 各地で反権利運動が目立つ中、学校ではジェンダー教
育や性教育が禁じられつつある。女の子も男の子も、思春期
の身体の変化に対処する方法を学ぶことはもはやない。そ
れどころか、自身の身体、思春期に関する知識をネットで求
めるたびに、誤情報の犠牲者となっている。早期に妊娠し、
性感染症(STI)にかかる女の子やユース女性が増えている。
その結果、彼女たちは家族、コミュニティ、友人関係の中でス
ティグマに遭い、中途退学する可能性が高くなる。支援がな
く、適切な保健医療サービスを見つけるのに苦慮し、親密な
パートナーからの暴力(IPV)や貧困の影響を受けやすくな
る。

 一部の女の子とユース女性は、ジェンダー平
等と暴力から女性と女の子を守るためのキャン
ペーンをソーシャルメディアを使って行おうとしてい
る。だが、彼女たちが声を上げれば上げるほど、
ネット上での虐待や嫌がらせのレベルも上がって
いく。脅迫の激しさは、家族やコミュニティからの辱
めや政策立案者からの公的な攻撃と相まって、彼

女たちの精神衛生に大きな影響を与え、ソーシャル
メディアから離れ、自身の権利の擁護をやめさせ
る。このことは、負の社会的信条を強化し、女の子
のネット利用を更に抑制し、ジェンダー・デジタル格
差を拡大する。

「もし女性が教育を受けられな
ければ、彼女たちは政治的な力
を持つことができず、彼女たち
のニーズは扱われないでしょ
う。だから、意思決定者や政治
家から抑圧を受けることになる
のです。」。

Emily、22歳、女性、サハラ以南

アフリカ、ワークショップ

 その反発は法律にも及び、FGMのような有害な慣習は世
界中で再び容認され、伝統的指導者の間に共同体意識を生
み出している。中絶はどんどん犯罪化され、危険な中絶と思春
期の妊娠の両方による死亡率が上昇している。GBVに対する

保護法制は消滅し、または弱体化し、暴力の連鎖は家庭でも
公共の場でもエスカレートし続け、女性殺害と孤児の数を増加
させている。有色人種の女の子や レズビアン、バイセクシュア

ル、トランスジェンダーである女の子は、高い差別と暴力のリ
スクに直面している。生き抜くことができた女性や 女の子は、
精神的な健康や 幸福を大きく損なう。彼女たちはますます力

を失い、公共の場での恐怖を強めている。声を上げることもほ
とんどない。

「（女の子がソーシャルメ
ディアで発言すれば）その
内容で荒らされたり、いじめ
られたりするでしょう。社会
はそういうことを受け入れる
準備ができていないから。
もし彼女たちがソーシャルメ
ディアから離れなければ、
私生活や精神衛生、そして
教育にも影響が出るでしょ
う。」。

Kunal、22歳、男性、

南アジア、ワークショップ

シナリオ1：

反発と決裂の未来
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 女の子の声はもはや聞こえない。政策やテクノ
ロジーの設計から、それが欠落している。新しいプ
ログラム、サービス、ツール、機器の開発には、女
の子のニーズ、経験、嗜好が反映されておらず、
新しい世代が社会的、デジタル的に取り込まれる
のを継続的に妨げている。

ジェンダーに関わる公的な討議なしに、社会は女
の子と女性を家庭内の役割に矮小化させる。彼
女たちは、無報酬の世話や家事労働でますます
燃え尽き、批判的思考を学び・行使する機会を得
られず、パートナーや政治家、メディアに操られや
すくなる。

 反権利と反民主主義の思惑が重なるため、
内外の紛争は世界中でエスカレートしている。貧
困、不平等、不安定性の増大は、紛争の武器と
して使われる女性と女の子への性暴力を含む、
あらゆる形態のGBVを増加させる。特に、女性が
世帯主である場所では、女性や女の子が標的に
され、家族やコミュニティ全体が不安定になる。
気候変動のホットスポットが急増する中、状況は
一層悪化している。

「紛争と気候変動は貧困につながり
ます。貧困が拡大すれば、経済的負
担を抱える家庭も出てきます。多くの
親は、経済的問題を解決するため
に、子どもを幼いうちに結婚させよう
と決意するでしょう。」。

Catherine、年齢不詳、女性、サハラ以

南アフリカ、ワークショップ

 

暴力的な家庭から逃れようと、
移住を余儀なくされ、移住先で
仕事、住居、食料、教育、医療
へのアクセスを阻まれる女性や 
女の子もいる。その結果、性的
搾取や人身売買が増加する。 

Pramilaの「A world of emotions（感情の世界）。」（ネパール）。気候危機の悪影響
への啓発目的のワークショップ「Art is Power。」への作品提供。
© Plan International / Santosh313

 公共の場で、女性と男性、女の子と男の子
の間に物理的な障壁を設けることで、男性の不
適切な行動に対する非効率的な保護手段を用
いている国もあるが、これは増大する問題への
不十分な対応である。緊急事態が増加する中、
政府は女の子特有のニーズを軽視し、保健や
教育への投資を控え、国民の単に生存を保証
することに重点を置いている。学校へ行くこと
は、特に女の子にとって危険な努力となってお
り、その悪影響は世代を越えて広がっている。

 質の高い教育を受けられず、技術面でも遅れをとっ
ているため、女の子は批判的思考を養い、ネット情報や
代替学習プラットフォームにアクセスするのに苦闘してい
る。仕事を見つけたり、キャリアを積んだりすることは更
に難しくなり、その結果、貧困レベルが上昇し、男性家族
やパートナーへの経済的依存が高まり、家族の資源や
優先事項に対する決定権が低下し、GBVに対する脆弱

性が高まる。彼女たちの交流の輪は、家族や地元の友
人など、より小さな集団に限られるようになり、公共生
活、革新、気候変動対策や平和構築への貢献などへの
関心や 参加する力はますます薄れていく。悲しいこと

に、女性や女の子は偽情報を流したり、反民主的で反権
利的な言説を再生産したりするようになり、それが自身や
将来の世代にとって危険であることに気づいていない。

「全ての女性、全ての人がオンライ
ン・ネットワークについてもっと知ら
なければならない時代に移行して
いるのだから、このテクノロジーに
素早く適応しなければなりません。
デジタルリテラシーがなければ、女
性の低所得者層が増えます。彼女
たちはより（経済的に）依存するよう
になり、GBVが増えるでしょう。」。

Aadila、24歳、サハラ以南アフリカ、

ワークショップ

 現地や世界の厳しい状況を考えると、
大半の女性はもはや子どもを産みたくはな
いが、選択の余地はない。妊娠・出産を余
儀なくされた女性は、一人で 子育てをする 
— 男性は家庭を捨てるか、紛争地に派遣さ
れる。子どもはより貧しく、不安定で暴力的
な環境で育つ。人口の増加は環境への負

荷を高める。

 困難な状況に直面して、家族や女の子自身は
CEFMUを最終手段とするようになる。大人のパー

トナーに金銭的には依存し、思春期の女の子は家
事、家庭内暴力、トラウマ、早期の妊娠、保険医療
サービスへのアクセスの欠乏、高い産婦死亡率を
経験する。

彼女たちの健康や生命がリスクにさらされるだけ
でなく、彼女たちの子どもたちもまた同じで、貧困
や低栄養で脆弱となり、CEFMUを経験することに

なりうる。
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「素晴らしい世界が私たちを待っていま
す。皆が何の障害も、不平等もなく、何で
もやっています。誰も彼らを批判しない。
そこではあらゆるジェンダーが平等で
す。皆が政治、社会開発、文化部門、教
育などあらゆる分野に参加していま
す。」。

Aarav、21歳、男性、南アジア、ワークショップ

シナリオ2：
ジェンダー平等と万人の繁栄の
未来

 ジェンダー・トランスフォーマティブで質の高
い教育への多大な投資と、全てのレベルの教
育を修了する女の子の数の持続的な増加が相
まって、女の子の生活のあらゆる分野でプラス
の効果を生んでいる。CEFMUはいたるところ
で急速に姿を消し、女の子も男の子もSRHRに
ついて学ぶため、早期妊娠率は大幅に減少す
る。女の子は遊び、社交し、自身の身体と性を
理解し、自律性と自尊心を育む時間が増える。
大人になれば、母親になるのか、いつなるのか
を選択できるようになる。その結果、彼女たち
自身とその子どもに身体的・心理的なメリットが
生まれ、子どもは保護者よりも更に高いレベル
の教育を受けることができる。

 男の子と女の子が幼い頃からジェンダー平
等を学ぶことで、家庭、学校、通り、ネットがより
安全になり、精神的な健康を享受できるように
なる。自分らしくいること、夢を見ること、公共ス
ペースを占有することの自由を、 女の子はか

つてなく感じる。

「もし女の子が性と生殖に関する健康
（SRH）について学べば、妊娠の数は

減少し、自分の時間を持ったより幸せ
な女の子が増えるでしょう。」。

Sofia、17歳、女性、ラテンアメリカ・カリブ海
地域、ワークショップ

 STEM、デジタルリテラシー、AIの習熟が学
校の教育課程で重要な要素となっているため、
女の子はネットに自信を持っている。彼女たちは
ネット上で良質な情報に無料でアクセスし、強力
なコンテンツ制作者やデジタル・インフルエン
サーとなっている。彼女たちのジェンダー平等活
動によって、女の子やユース女性の間で姉妹意
識が高まっている。彼女たちは、語られない問題
に光を当て、重要な会話を始め、いかなる形態
のGBVも特定し、発生時に報告する。鼓舞され
た世界中の女の子は、コミュニティで活動を展開
する。彼女たちの声は家族やコミュニティ住人に
認められ、社会規範やジェンダー規範の前向き
な変化を促す。

「ソーシャルメディアのインフルエンサーから
有益なことを学べることもありますが、教師
はそのようなことは話しません。時には、学
校で習う内容よりも役に立つこともあります。
女性の経験や、女性同士が経験を共有し、
ネット上での連帯感、コミュニティや姉妹関
係のようなものを築くことに、より注目が集
まっています。」。

Fatima、22歳、女性、中東・北アフリカ、ワー
クショップ

 有害なジェンダー規範は後退し、ジェンダー平
等への変化は加速した。無意識の偏見がなくな
り、「強力」、「強い」、「自信」、「力づけられた」と
いった言葉が、女性や女の子と結びつきやすくな
る。これは、ジェンダー平等が女性や女の子と同
様に恩恵をもたらすことを、男性や男の子が理解
するようになったおかげでもある。男の子と男性
はありのままの姿でいられるようになり、もはや

有害な男性性像に縛られたり、稼ぎ手というステレ
オタイプに制限されたりすることはない。更に、
リーダー、革新者、起業家としての女性や 女の子
の貢献の価値も認識される。今日では、女性も男
性も、女の子も男の子も等しく責任を分かち合い、
真のチームとして一緒に働いている。

21歳のユース女性、エンジニアリング技術を学ぶ、ケニア
© Plan International 

空手の指導をする12歳の女の子、バングラデシュ 
© Plan International / Ziaul Haque
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 この恵まれた環境下で、ユース女性は自由に
職業を選択し、絶好の雇用機会を得る。彼女たち
は生産的かつ効率的に仕事をこなし、順調にキャ
リアを積んでいる。経済的にも力づけられ、資源
を平等に所有している。より高い大学レベルの学
位を取得し、テクノロジー、グリーンジョブ、政策立
案、平和構築の分野で働くことが支援されている
ため、彼女たちは仕事の自動化を恐れていない。
更に、皆の幸福と繁栄を促進するために、テクノ

ロジーはますます発展している。

「私は、セクハラだらけの世界に対峙する必要がなく、幸せそうな 女の子と、

犠牲を払うのでなく、自分が人間であり、一人一人から守られるに値する正
義を持っていることを知っている女の子を見ました [...] 。教育を受けた女の

子。教育を乞う必要のない女の子。私がした、いや、しているように。保護者
のこと、経済状態のこと、自分の生い立ちで悩むことなく、若くして多くの変
化を遂げた女の子。私たちを尊重する私たちの国、あるいは私たちの世界
に属していることに喜びを感じ、幸せである女の子。」。

Emily、22歳、女性、サハラ以南アフリカ、ワークショップ

 気候変動による逆境に直面しながらも、女性と女の子は最前線でコミュニティを支え、連帯を強め、一致
団結して困難を乗り越える。 彼女たちの努力によって、自然と人類は次第に共存するようになる。同様に、
彼女たちは平和構築の取り組みを主導することで成功を収め、世界はかつてなく真の解決に向かう。より優
しく、より安全で、より幸せで、より緑豊かで、より平等で、より豊かで、より人道的な世界が台頭しつつあり、
あらゆるジェンダーがこの悲願の現実を大歓迎する。

 多様な背景を持つ女の子と女性が、以前
は男性が支配していたスペースでリーダー
シップを発揮し、平等に意思決定の地位を占
めるようになったことで、彼女たちのニーズ、
経験、関心、嗜好をよく考慮した政策、サービ
ス、実践が行われるようになった。

「（指導的立場にある女の子は）負のジェ
ンダー規範の常態化に挑戦し、ジェン
ダー問題の単純化を押戻すのです。」。

Hanna、20歳、女性、サハラ以南アフリカ、
ワークショップ

紛争と異常気象

思春期の女の子とユースは、気候変動と世
界中の紛争、不安の増大が、ジェンダー 平
等への憂慮すべき障壁であると考えている。
彼らは、紛争の状況下で女性と女の子の権
利が優先されなくなることを心配し、紛争と自
然災害が女の子と女性の安全と幸福に及ぼ
す悪影響を強調している：脆弱性を高め、暴
力と搾取を増やし、サービスと教育へのアク
セスを減らし、精神衛生に影響を及ぼす。

不安要因

紛争や異常気象、権利の後退、女性や 女の子に対する暴力や有害なジェンダー規範の永続性は、思

春期の女の子やユースにジェンダー平等の将来について深い不安を抱かせる。

調査参加者のユースが示した心配は、他の調査や 研究データでも明らかに裏付けられている。

希望か絶望か：ジェンダー平等の地平線を
見渡す

思春期の女の子とユースがこうした異なるシナリオを描けるのは、現在の複雑さを見つめる能力があるからだ。
彼らの周りには、全く異なる2つの未来の種が存在している。彼らは地平線上に、不安要因と希望要因の両方を

見ることができる。

事実関係

�

�

�

�

 紛争下で暮らす女性と女の子の数は、2017～
22年にかけて50％増加した27。

紛争や紛争後の環境では、ユース女性はレイ

プ、人身売買、拷問、強制労働の危険に直面す
るだけでなく、IPVや家庭内暴力、性的搾取や人
身売買、FGMのレベルも高まっている28。

 CEFMUの3分の2は、子どもが毎年2回以上

の異常気象に見舞われる地域で発生している
29。

危機的状況にある女の子は、そうでない女の
子に比べて約2.5倍も不就学の可能性が高い30。

「紛争、自然災害の発生は、ジェンダー平等と女の子の権利の進展にとって重大な懸念です。そのよ
うな状況において、女性と女の子は頻繁に脆弱性の高まりを経験し、不平等な影響を受けます。性暴
力、搾取、移住を含む暴力のリスクが高まるかもしれません。保健医療、教育、保護などの必要不可
欠なサービスへのアクセスは著しく妨げられ、ジェンダー不平等を一層悪化させる可能性がありま
す。」。
Betty、25歳、女性、サハラ以南アフリカ、調査

18歳の活動家、スイス© Plan International / Antoine Tardy
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権利の後退

思春期の女の子やユースの参加者の多くは、
権利の後退や極右運動の台頭が将来のジェン
ダー平等の進展を妨げることを懸念している。
彼らは、若い世代がジェンダー平等について否
定的な見解を示すようになり、政府が「反権
利」「反ジェンダー平等」の姿勢をとるように
なっていることを指摘している。

「政府は宗教と "家族の伝統 "を濫用

し、私たちの権利を抑圧し、反権利的な
プロパガンダを推進しています。」。
Remy、22歳、ノンバイナリー、
中東・北アフリカ、調査

ジェンダー平等への政府の取り組
みが不十分

ユースは、ジェンダー平等推進のための政
府の行動に強い不満を抱いている。ジェン
ダー平等関連の政策があっても、それを実
施するための努力が限定的、あるいは調整
が不十分なのだ。

「公共政策がジェンダー的側面やGBV
との闘いを考慮するまでに至っていない
という事実は、ジェンダー平等の進展を
心配させます。」。

Brenda、23歳、女性、サハラ以南アフリカ、

調査

事実関係

�

�

�

 2013～17 年の間に、ジェンダーを考案物とし、

伝統的で有害なジェンダー役割を推進する反ジェ
ンダー運動は、世界で 37 億ドルの資金を獲得し

た35。

世界各地で、保守的なアクターは、いわゆる

ジェンダー思想が家族、結婚、宗教といった制度
を破壊するとして、女の子や女性の権利に関する
法律や政策にジェンダーという言葉を使うことに
反対している36。

 最近、女性や女の子のSRHRやLGBTQI+の権

利を標的にした権利剥奪法案が各国で可決され
た37。

事実関係

�

�

�

�

 1997～2020年の間に、各国政府は性に関する
健康と家庭内暴力に関する423の国内法を実施

または改正し、国連女性差別撤廃条約の勧告の
46％に従った31。

 データがある国の50％超が、ジェンダー差別を

禁止する法律を制定していない32。

 45％の国が、同一労働同一賃金の必要性を定

めていない33。

 60％の国には、同意の上でのレイプを定義する

法律がない34。

GBV、セクシャルハラスメント、人身売買

女性や女の子に対する暴力、セクシュアルハラスメ
ント、GBVが根強く残っていることを、ユースの回答

者は深く憂慮しており、将来のジェンダー平等の達
成に対する確信が持てなくなっている。また、名誉殺
人、 女性殺害、武装勢力への強制徴用、強制労

働、人身売買を特に懸念しているユースもいる。

「家庭内暴力、セクシャルハラスメント、人身売
買を含むGBVは、依然世界中で蔓延していま

す。このような暴力は、女性と女の子の権利を
侵害するだけでなく、彼女たちが恐怖や差別
から解放されて生きる能力をも損ないます。」。

Mira、24歳、女性、中東・北アフリカ、調査

事実関係

�

�

�

�

結婚またはパートナー関係にある思春
期の女の子の4人に1人が、親密なパート

ナーからの身体的・性的暴力を少なくとも
1度は経験している38。

 現在、世界で10億人超の女性と女の子
（26％）が、国内法による家庭内性暴力

に対する保護を受けていない39。

 2022年、国連は女性と女の子を標的に
した意図的な殺害が世界で8万9,000件

発生したことを記録した。これらの殺人の
うち55％は、現在または過去の親密な

パートナー、あるいは被害者の身近な人
物によるものであった40。

主に性的搾取を目的とした人身売買の
被害者の60％は女性と女の子である。女

性の被害者は、男の子や男性に比べ、人
身売買の際に深刻な暴力を受ける可能
性が3倍高い41。

手のクローズアップ、パラグアイ© Plan International
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有害な規範と慣行

ユース調査参加者は、女性や女の子の参加、
経済的機会、社会的地位を制限するものを含
め、世界中に負のジェンダー規範が根強く残っ
ていることを懸念している。彼らは「有害な文化
的規範」「文化的・宗教的認識」「伝統」「慣習」
が根強く残っていること、そしてCEFMUや
FGMが永続していることを憂慮している。

「先住民のコミュニティでは、伝統、信念、
習慣、道徳のためにジェンダー平等が禁じ
られていたりします。」。
Adea、20歳、女性、サハラ以南アフリカ、調査

「CEFMUとFGM。一部の部族では、いま

だに早期の女の子の結婚が行われてお
り、妊娠した女性は教育を受けれません。
これが解決されない限り、私たち女性の権
利は侵害されたままです。」。

Yihana、20歳、女性、中東・北アフリカ、調査

また、ジェンダー平等への 取り組みから
の排除を感じる男の子や 男性からの反
発を指して、「緊張」、「戦い」、 「ジェン
ダー戦争」と表現するユースもいる。

「ジェンダー平等、女の子の権利、フェミニ
ズムの概念を誤解している男性がいること
に気づきました。彼らは女性が男性と戦おう
としていると思い込んでいて、それは憂慮す
べきことです。」。
Julie、23歳、女性、サハラ以南アフリカ、調査

事実関係

�

�

�

�

 世界の成人人口のほぼ90％が女性に対し
て負のイメージを抱いている。50％の人が女

性よりも男性の方が優れた政治指導者であ
ると信じ、40％の人が女性よりも男性の方が
優れた企業経営者であると信じ、25％の人

が男性が妻を殴ることは正当化されると信じ
ている42。

多くの国で、ジェンダー平等政策に対する

男性の抵抗が高まり、広がっている 43。

 世界中で2億3,000万人超の女の子と女性
がFGMを受けている44。

 20～24歳のユース女性の5人に1人が、18
歳未満で結婚している45。

質の高いジェンダー・性教育へのアクセス制限

ユースは、包括的な性とジェンダー教育がジェン
ダー平等を達成し、女の子の権利を進展させる
鍵となると考えているが、学校でそのような内容
を含める政府の取り組みの欠如を深く憂慮して
いる。また、現在の教育課程において、有害な
ジェンダー規範やステレオタイプ、男の子が女の
子より優れているという認識が助長されているこ
とも懸念している。ジェンダー・トランスフォーマ
ティブ教育の実現には、程遠いようである。

「全ては、今日でも男の子に与えられて
いる教育から始まります。［...］彼らは自

分を小さな神だと信じ、幼い頃から既に
姉妹を彼らより劣った存在だと見なすの
です。これは私の唯一にして最大の関
心事です。なぜなら、未来の男性である
男の子にも、自分たちが女の子/未来の

女性と対等であることを認識させ、彼女
たちを一人の人間として見るように教育
しない限り、何も変わらないからで
す。」。

Jemila、21歳、女性、サハラ以南アフリ
カ、調査

「（私の国では）10代の妊娠を防ぐことを目的と

した学校での包括的性教育に関する法律が、
最近否決されました。」。

Valentina、21歳、女性、ラテンアメリカ・カリブ海
諸国、調査

事実関係
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反権利運動が主導する政策、法律、請願書

は、包括的性教育を標的にし、学校がジェン
ダー平等、ジェンダーの多様性、SRHRについ

て教えることを禁止している46。

 15～49 歳の既婚女性の 44％が、現
在、SRHR に関して自分自身で選択することが

できない47。

 10代の妊娠と出産は、依然、15～19歳の女
の子の死因の第1位である48。

 現在、思春期の若者の新規HIV感染の80％

は、思春期の女の子が占めている49。

性器疣贅や子宮頸がんを予防する上で重要

なヒトパピローマウイルスの予防接種を受けて
いる思春期の女の子は、わずか15％しかいな

い50。

子どもを抱く17歳の女の子、メキシコ© Plan International

2021年アジア太平洋ガールズレポートのために描かれた
イラスト： Voice, Choice and Power© Plan International
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オンラインリスクとデジタル格差

ユース参加者は、ソーシャルメディア上の
反権利的な言葉や ジェンダー平等に関す

る誤情報、ネット上でのボディシェイミン
グ、オンライン・ハラスメント、AIが生成し

たポルノなど、テクノロジーの変化やデジ
タルリスクを懸念している。デジタル格差
もまた、ジェンダー不平等を悪化させる要
因である。

「サイバースペースは虐待の温床となり
得、女の子が自由に自分を表現したり、
ネットに参加したりする意欲を失わせま
す。」。

Nala、20歳、女性、サハラ以南アフリカ、

調査

事実関係
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�
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女の子のスマートフォンの非保有率は、男の
子の1.8倍にもなる51。

 世界の若い女の子の半数超（52％）がオンラ

イン虐待を経験しており、そのほとんどがソー
シャルメディア（68％）であり、87％がこれは更

に悪化すると考えている52。

 「リベンジポルノ」の被害者の約90％は女性と

女の子である53。

 誤情報や 偽情報のせいで、女の子の4人に1
人はオンラインで自身の意見を発信する自信が
なくなり、5人に1人は政治や時事問題への関与

をやめている54。

 世界の74％の国において、法執行機関と裁

判所は、デジタル被害への効果的な対処が不
十分である55。

キーボードを打つ手のクローズアップ、インドネシア© Plan International / Ubaidillah Achmad

事実関係：憂慮すべき未来予測

この傾向が続き、国連未来サミットでの変革の機会を逃せば、反発と決裂の予測が現実のものとな
りかねない。国連やその他の機関が確率論的手法を用いて行った、今後数十年間の予測は以下
の通り。

� 現在のペースでは、「経済参加と機会」、「教育達成」、「健康と生存」、「政治的力づけ」の各分野
におけるジェンダー格差を解消するのに131年要する56。国会でジェンダー平等を達成するのに
47年、職場の指導的地位でジェンダー平等を達成するのに140年、法律におけるジェンダー差
別を撤廃するのに286年、CEFMUの慣行を撤廃するのに300年かかるだろう57。

2030年には、女性と女の子の25％が中程度から高水準の食料不安に見舞われ、世界の女性と
女の子の8％が極貧の状態に置かれることになる58。世界のほぼ3分の1の国では、極貧の状態
が11％になると予測されており、これはSDGsが採択された2015年と同程度の高さである。

1億1,000万人の女の子が不就学となり59、約22％の女の子が依然、家族計画にアクセスできな
い。COVID-19パンデミックのため、2030年までにCEFMUの対象となる女の子は1,000万人増
えるだろう60。

AI や自動化、ロボット工学、グリーンエコノミーにより2,400万の新たな「未来の仕事」62 が創出さ
れると予想されているが、STEM分野での女の子と女性の持続的な存在感の低さとデジタル格
差の拡大により、女の子とユース女性は雇用機会が減少し、労働市場への参加に余計な障壁を
経験することになるだろう61。

2030年までに、女の子の60％ が少なくとも1回の異常気象を経験し、毎年、中低所得国の女の
子1,250万人が、気候変動関連事象により教育を修了できない恐れがある63。3,200万人超の女
の子が、深刻で頻発する気象事象、深刻な貧困、CEFMUの最も高いリスクの影響を同時に受
ける場所で生活することになる64。

2050年まで、有害なジェンダー規範は存続し、女性は職場の管理職の 30％しか占めず、政治
におけるジェンダー平等には程遠く、無報酬の世話や家事労働に費やす時間は男性より1日2.3
時間多い65。

都市部の女性人口の30％が、スラムや非公式な環境で暮らすと推定されている。気候変動の軽
減策と適応策が十分に採用されなければ、 新たに1億5,800万人の女性と女の子が貧困に、2
億3,600万人が食料不安に追い込まれることになる66。

CEFMUと異常気象の両方のリスクが最も高い国に住む女の子は、30％増えるだろう67。

大半の未来予測では、世界の環境移民は2億人程度になると予測されているが、環境変化から
逃れるために国内外を移動する人の数は10億人に達すると指摘する予測もある68。

資源の欠乏はまた、紛争と地政学的不安定を一層悪化させ69、女性と女の子が IPV やその他
の形態の GBV70を経験する機会を増やし、彼女たちの権利が優先事項として見なされなくなる
ようになる71。


















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希望の理由 

データ予測もユース参加者の地平線探査も暗い未来像を描いているが、

もっと希望に満ちた指標もある。女子教育やリーダーシップの進歩、ジェン

ダー平等に関するキャンペーンやプログラムは、思春期の女の子やユース

をジェンダー平等の未来に対して楽観的にさせている。政策立案者が彼女

たちを支援し、ジェンダー平等への公約を行動に移せば、ユースは世界を変

革しうる力があると、彼らは信じている。

女の子の教育へのアクセス向上

ユース参加者は圧倒的に、女の子の教育へのアク
セスが増えることに肯定的である。教育へのアクセス
が改善されることで、女の子の経済的な力づけが促
進され、より良い仕事の機会やキャリアアップにつな
がると考えられている。教育はまた、ジェンダー平等
や女性と女の子の権利に対する認識を高める鍵で
あるとも考えられている：こうした内容が学校でより
議論されるようになったことと、女の子の識字率と批
判的思考が高まるにつれて、ジェンダー規範の認識
が変わってくるからである。

 「幅広い分野で教育を受けようとするユー
ス女性や女の子が増え、自身の権利は侵
害されてはならないと理解してきています。
ゆっくりですが、そうなってきています。」。
Remy、22歳、ノンバイナリー、中東・北アフリカ、
調査

「政治、ビジネス、学界など、さまざまな分野で指導的地位
を占める女性が増えています。こうした女性代表の増加
は、未来の世代のロールモデルとなるだけでなく、ステレオ
タイプや伝統的なジェンダー役割への挑戦にも役立ってい
ます。」。

Yana、24歳、女性、中東・北アフリカ、調査

「（自国の）Girls Takeoverキャンペーンに参加する機会を
得ました。あの年齢で、1日大使という大きな役職を引き受

け、大きな機会は男性や特定のジェンダーのためにあるの
ではなく、皆のためにあるのだと気づかされました。ジェン
ダー平等への変化は、一人の女性または女の子から始まる
のだと気づきました。」。 

Mariam、24歳、女性、中東・北アフリカ、調査

「私の国は、3分の2ジェンダールールを制定し、国民議会

や官民のあらゆる場において、女性が様々な役職に指名
されることを認めています。」。

George、24歳、男性、サハラ以南アフリカ、調査

事実関係

�

�

�

世界的に、女の子は男の子よりもどの教育

レベルでも修了率が高く、学習成果の向上も
早い72。

 2015年以降、世界全体で5,000万人超の女

の子が就学している。また、初等教育から高等
教育までの各段階を修了した女の子の数も
500万人増加している73。

 中等教育を修了した女の子は、CEFMU、早

期妊娠、母子死亡、発育阻害のリスクが低く、
生涯所得が増加する可能性が高い74。

事実関係
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世界では、地方自治体の議席
の35.5％、国会の議席の
26.7％、職場の管理職の28.2％

を女性が占めている75。

 世界31カ国で女性が国家元首

または政府首脳となっている76。

プラン・インターナショナルの調
査では、2万9,000人の女の子と
ユース女性の97％が、政治参加

は重要だと考えている77。

 女の子とユース女性の50％が、

彼女たちのコミュニティでは、女の
子とユース女性が政治活動に従
事することは容認されていると考
えている78。

プランが調査した女の子の約
60％は、オンラインでも対面でも、
ジェンダー平等とGBVに関する

キャンペーンを積極的に行ってお
り、その活動が期待以上のプラス
の変化をもたらしたと感じている
79。

指導的立場にある女性と女の子

ユース参加者はまた、リーダーシップ、政治、意思決定におけ
る女性や女の子の存在感が増していることを、未来への刺激
的な傾向だと考えている。彼らは、女性の政治参加を増やすた
めに自国で可決された法律や、プラン・インターナショナルの
Girls Takeoverキャンペーンのような女の子のためのプログラ

ムの例を挙げている。

2023年国際ガールズデーに向けたGirls' Takeover 
Initiativeの一環として、国会議長を引き継いだ、東ティ
モールの16歳の女の子がインタビューを受けた。
© Plan International
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転換期：ジェンダー平等な未来に向けた
ユースの声

賛成でも反対
でもない

強く賛成

強く反対

賛成

反対

35%

5%

12%
40%

8%

n=83

ユースとして、ジェンダー平等は生きている
間に達成されると確信している

現在と2054年を比べて、世界はジェンダー
平等が進んでいると思いますか

14%

7%

78%

ほぼ変わらない 後退している進んでいる

n=83

ジェンダー平等に関する
キャンペーン、提唱活動、プログラム

ユース参加者は、「研修」「提唱活動」「社会
キャンペーン」「力づけの取り組み」など、ジェ
ンダー平等と女の子の権利について啓発し、
対話を始めたNGOや草の根レベルの組織に

よる取り組みに希望を感じている。

「女の子とユース女性の力づけによっ
てジェンダー不平等と闘うために、さ
まざまな関係者、特にNGOによる多

大な努力は、私たちが長年苦しんで
きた格差と多くの不公正を是正するで
しょう。」。

Bakari、24歳、女性、サハラ以南アフリカ、
調査

事実関係

�

�

�

�

 2020-21年の二国間政府開発援助（ODA）総
額の40％がジェンダー平等と女性の力づけを
重要な目的としており、4％が主要な目的として

いる80。

 2020～2021年の間に、ODAのうち4億5,800
万ドルがGBVプログラムに、5億7,400万ドルが

女性の権利団体や運動に充てられた81。

 上位10位のジェンダー平等に資するODA案
件のうち、5.56％がジェンダー化された思春期

の若者用のものであった82。

 1946年当時は経済社会理事会の協議資格
を享受しているNGOは 41であったが、現在で
は6,343である。これらのNGOは、会議、口頭

および書面での意見表明、イベントを通じて、
国連と加盟国の活動に貢献している83 。

私たちは岐路に立っている。今行動すれば、思い描いたジェンダー

平等の未来はまだ可能だ。選ぶのはあなただ！

今日の女性と女児の状況に不満が残るものの、調査
参加者のユースが希望を持ち続けていることは明ら
かである。政府がジェンダーの公約と政策実行を貫
き、意思決定にユースを真に参加させれば、ジェン
ダー平等はまだ実現できると信じているのだ。

• 調査参加者の78％が、2054年の世界は現在よりも
ジェンダー平等になっていると考えている。

• 調査参加者の75％が、自身が生きている間にジェン
ダー平等が達成されると確信している。

• 調査参加者の90％が、今後30年間でジェンダー平等
の大幅な改善に貢献できると答えている。

彼らの楽観主義は、ジェンダー平等のために闘い、変
化を起こしている他のユースを見ていることにもよる。

「女の子がジェンダー平等のために逞しく戦い、
その戦いがアフリカや世界に良い影響を与えて
いる世界を（今）見ています。将来、世界はもっと
ジェンダー平等になると信じています。」。

Anika、17歳、女性、サハラ以南アフリカ、調査

「私は未来の世代、そして私たちが生きている残
酷な現実に対してとても楽観的です。最善を望ん
でいます。実際、私たちの世代が、皆にとってより
良い未来のために大きく前進することを信じてい
ます。」。

Rania、18歳、女性、中東・北アフリカ、ワークショップ

ユースは、彼らの集団的な力が

世界を変革させると信じている。

ケニアの24歳の活動家が国連加盟国にCEFMUへの対応を要請、スイス
© Plan International / Antoine Tardy



未来サミットの結果は、今後30年間で ジェ
ンダー平等の大幅な改善を達成するだろう
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私には、今後30年間のジェンダー平等の大
幅な改善に貢献する力がある

ジェンダー平等を実現するために、誰
が最も大きな力を持っていると思うか
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「私たちは全力で挑戦しているので、未来を変えるこ
とができると確信しています［...］でも、私は悲観的で
す［...］前進するたびに、少し大きな挫折を感じること
があるからです［...］11の躊躇した小さな前進と一万

の後退があるのです。」。

Fatima、22歳、女性、中東・北アフリカ、ワークショップ

ユース参加者の大半が（38％）、ジェンダー平等を現実のも

のとする集団として若い世代を選び、国連
（17％）、NGO（14％）、地域コミュニティ（12％）と続き、連
邦政府を選んだのはわずか9％だった。

上記のような負の傾向や限られた支援を考えれば、
ユースは簡単に燃え尽き、仕事に意気消沈してしま
うが、彼らはあえて楽観主義を選ぶ。

「私は楽観的であることにした。」。

Aurelia、22歳、女性、サハラ以南アフリカ、調査

「何事にも自信を持って臨みたいです。何かに取
り組んだり、新鮮な気持ちで臨んだり、ただ最善を
尽くすことを望んでいて、何が起きても、それはそ
れとし、少なくとも最善を尽くしたとは言えます。」。

Mimi、23歳、女性、北アメリカ、調査

思春期の女の子やユースにとって、未来サミットは、
ジェンダー平等への公約を再確認し、意思決定に有意
義に参加できる制度を作る重要な機会である。

85 per cent of survey participants 
調査参加者の85％が、国連未来サミットの 
成果は今後30年間にジェンダー平等の大

幅な改善を達成すると考えている。

だが同時に、思春期の女の子やユースは、限定的な公
約や 施行機構によって、国連や多国間主義に対する
信頼が一段と低下する危険性を感じている。

「未来サミットでは、主に実施機構について話し合
うことが重要だと思う。でなければ、国連はあっと
いう間に時代遅れになると思う［...］ 未来サミット

は、国連の転換点になる可能性もあれば、一種の
没落になる可能性もあると思う。」。

Nora、19歳、女性、ヨーロッパ・中央アジア、検証ワーク
ショップ

思春期の女の子やユースはまた、彼らの声や意見が
国際的な合意やSDGsの次の改訂版に含まれないこ

とを懸念している。

「（SDGsの）達成には多くの時間を要するかもしれ

ませんが、私たちが協力し、私たちの声が届け
ば、必ず達成できると信じています。私たちの声が
重要であり、彼らが私たちの声に耳を傾け、私たち
の夢が実現するのを願うばかりです。」。

Cecilia、19歳、女性、東アジア・太平洋、ワーク
ショップ

未来に対する前向きさは、思春期

の女の子やユースの意識的な選

択であり、前向きな変化を求める

戦いで生き残り、レジリエンスを得

るためのツールなのだ。
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ユースの有意義な参加は、ジェンダー平等に関して政
府をより意欲的にし、ユースが思い描く変化を実現する
ための重要な一歩である。それは法律、政策、プログ
ラムを現在と未来の世代にとって真に効果的なものに
する手段として、あらゆる意思決定プロセスにおいて不
可欠な要素でなければならない。

「意思決定の場にいる人は、形式的
に私たちの話を聞くだけで、私たち
の提案や意見をほとんど無視してい
るように感じます。」。

Nia、24歳、女性、サハラ以南アフリ

カ、ワークショップ

「形だけのものが多く、最も疎外さ
れ、不当な扱いを受けている女の
子の声は未だ届きません。」。
Aurelia、22歳、女性、サハラ以南ア
フリカ、調査

ユースの声に真に耳を傾け、思春期の女の子やユー
スにとってアクセスでき、安全な意思決定プロセスを作
るには、多くの課題があることは明らかだ。

「ユースアドボケートとしての私の声
はほとんど届かず、安全でないと感
じるし、それは他の多くのアドボケー
トも同じだと思う。」。
Fatima、22歳、女性、中東・北アフリカ、
ワークショップ

私たちの声は重要だ。

ユースは、形だけの関与ではなく、前向きな

未来の共同創造を求めている。

政策立案者への提言

「ジェンダー平等は、道徳的な要請であるだけでなく、社会の繁栄、安定、そ
して全体的な幸福への投資でもある。ジェンダー平等を優先し、推進する政
策は、皆にとってより公正・公平で持続可能な未来に貢献します。」
Elizabeth、18歳、女性、サハラ以南アフリカ、調査

ワークショップでは、ユース参加者が、ジェンダー平等を達成するために政策立案者が何を
すべきかを概説し、提言を特定した。彼らはまた、調査における主要な行動についての考え
を共有し、ガールズ版「未来への協定」を起草する際の政策立案者への具体的な提言に
個々に取り組んだ。以下の提言は、ユース参加者との検証ワークショップで更に洗練された
ものである。

私たちは加盟国に対し、
以下の提言を実行に移す
よう求める

CEFMU反対を訴えるユース、ネパール  © Plan International
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紛争時や自然災害時を含め、女の子の就学を阻
むあらゆる障壁を撤廃し、あらゆる多様な女の子
が質の高い無償教育を平等に受けられるようにす
る。例えば、学校におけるGBVに対処する政策、

妊娠中の思春期の女の子や若い母親が学校教育
を継続するための特別措置、夜間学校や安全で
無料の交通手段などをすべて整備しなければなら
ない。

公的支出の少なくとも15～20％という広く支持さ

れている基準に達するよう、教育省への資源配分
を増やすことによって、国の教育財政を拡大する。
この拡大は、最も脆弱な人びと、特に疎外された
女の子やユースに行き届く質の高い教育に投資す
るための十分な資金を意味する。これには、より効
果的な学習を支援するための教師の継続的な訓
練と能力開発のための資金増額も含まれるべきで
ある。

ジェンダー平等を促進し、ステレオタイプや偏見に
挑戦する、ジェンダー・トランスフォーマティブな教
育課程と学習教材を開発・統合する。社会のあら
ゆる分野における女性や 女の子の功績、ステレオ
タイプを認識し挑戦する方法、男性や 男の子を味

方として参加させること、包括的性教育、多様性と
包摂の重要性などの項目を含むこと。これには、
変革する教育サミットの行動要請「教育における/
を通じてジェンダー平等と女の子と女性の力づけ
を促進する」で概説・承認された「ジェンダー・トラン
スフォーマティブ教育の原則」を統合することも含

�

まれる。メンターシップ、ロールモデル、体験学習の
機会を提供して、女の子のSTEM分野への参加を
奨励する。

デジタルへのアクセスと接続性における格差に対
処し、デジタルスキルと知識を構築する：テクノロ
ジー、AI、ネット接続へのアクセスにおける格差に
取り組み、特に低所得層や 地方のコミュニティで、
障害者の子どもや女の子、女性に不平等な影響を
与える。コンピューター、タブレット端末、ネット接続
など、手頃な価格でアクセス可能な技術リソースを
女の子とその家族に提供する取り組みを拡大す
る。テクノロジーと情報を効果的、安全かつ倫理的
に活用できるデジタルリテラシーのスキルを女の子
と男の子に身につけさせ、ネットがもたらす良い影
響と潜在的なリスクの両方を理解できるよう支援す
る。
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家庭内暴力、性暴力、ハラスメント、人身売買、有
害な慣行、ネットや テクノロジーが促進するGBVな

ど、女の子と女性に対するあらゆる形態の暴力を
犯罪とする法律を制定・強化・施行する。不処罰に
終止符を打ち、加害者が責任を問われるようにし、
紛争や紛争後の環境を含め、被害者が司法にアク
セスできるようにする。ジェンダーに配慮したアプ
ローチと被害者中心の対応について、警察官、裁
判官、検察官に研修を提供する。法執行と司法手
続を監督する監視機関を設置し、報告レベルを監
視するためのデータを定期的に収集する。

支援サービスと強力な紹介メカニズムの提供。安
全なスペース、シェルター、ホットライン、カウンセリ
ング、法的支援、ヘルスケア（メンタルヘルスを含
む）、専門的な回復プログラムを含む、アクセスで
き、包括的で、ジェンダーに配慮した、秘密厳守
の、サバイバー中心の支援サービスを、長期的に
持続可能な方法で確立・資金提供する。職業訓
練、能力開発、メンタリングの機会は、その背景や
状況にかかわらず、全てのサバイバーが利用でき
るようにすること。

個人が暴力を認識・報告できるよう、教育と啓発を
強化する。女の子と女性に対する暴力を助長し、
被害者を非難する文化を助長する有害なジェン
ダー規範と態度に異議を唱えるキャンペーンを実
施する。全てのコミュニティ、メディア、教育の場に
おいて、敬意と暴力を許さないというメッセージと、
サバイバーへの支援を推進する。暴力の兆候を特
定し、対処するための研修を、教師、保護者、コミュ
ニティリーダーに提供する。
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オンラインにおける子どもとユースの保護を優先。
ソーシャルメディアが性暴力や 虐待、ジェンダース

テレオタイプの普及に利用されるのを防ぐため、政
府の法律、ネット規制、 民間セクターの活動を通じ

て、堅固な保護と報告の手段を確保する。オンライ
ン外の世界でも、ソーシャルメディアを通じてだけで
なく、安全で包摂的なユースに配慮したスペースを
作ることで、ユースが交流し、つながるためのさまざ
まな方法を促進する。

紛争後の環境も含め、紛争地におけるGBVに対す
る保護を確保する：安全なスペースとサービス、人
道支援、法的保護、そして紛争環境におけるジェン
ダーに配慮したアプローチと女の子と女性の保護に
関する平和維持軍、人道支援ワーカー、地域コミュ
ニティへの研修を提供する。

報告の仕組みと参加型データ収集の強化：GBVに

対応する標準化された包括的なシステムを確立し、
正確で機密性の高い詳細な情報を入手することで、
問題の大きさをよりよく理解・監視し、それに対抗す
る効果的な政策とプログラムを立案する。

質の高い無償

教育

報告手段

有害な規範

に挑戦する

報告手段

法律の制定・

強化・施行

暴力を許さない

支援サービス

デジタルリテラシー
スキル

教育資金

テクノロジーへの平等な

アクセス
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思春期の女の子のSRHR
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学校の教育課程の中で、包括的なSRH教育を実施
する：国際基準に準拠しつつも、自国に文脈化され
た教育課程を開発・実施するために資源を配分し、
生殖に関する健康、同意、ジェンダー平
等、LGBTQIA+の権利、健全な人間関係、傍観者
の介入などの項目を、年齢に対応し、タブーを取り
払った非審判的な方法で取り上げる。このような教
育は、女の子やユースだけでなく、家族や コミュニ
ティにとっても、誤情報と闘うことを目的としたもので
なければならない。

ユースに配慮したSRHサービスへのアクセスの保

障：地方やサービスが不十分な地域に住む者も含
む、思春期の女の子が手頃で包摂的なSRHサービ

スを受けいれるよう、認知度を高め、アクセスを保証
する。費用、スティグマ、情報不足などの障壁を取り
除き、厳格な秘密保持と安全なスペースを創出す
る。HIVやその他のSTIのリスクがある/発症してい

る女の子のための検査・治療・支援サービスへのア
クセスを促進する。

月経の健康と衛生に関する障壁をなくす：これに
は、月経衛生に関する広くアクセス可能な情報を提
供すること、2030年以降は製品を無料で提供するこ
とを目指し、製品の消費税を減免することが含まれ
る。再利用可能なナプキンや月経カップなど、環境
にやさしい月経用品の開発と普及を優先し、環境へ
の影響を減らし、持続可能性を促進する

�
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家族計画サービスへのアクセスを促進する：思春期
の女の子を予期せぬ妊娠から守るために、安全な
性行為に関する情報や、手頃な価格または無料の
避妊具へのアクセスを確保する。すべての場合、特
にレイプ被害者に対する中絶を合法化または非犯
罪化する。国際人権基準に従って、女の子に安全
で合法的な中絶サービスを提供し、中絶後の包括
的なケアと支援サービスを提供する。

法定年齢未満の結婚を禁止する法律を強化・施行
し、CEFMUの危機に瀕している/その影響を受けて
いる女の子に支援サービスを提供し、貧困や不安
などCEFMUの根本原因に取り組むことによっ
て、CEFMUと闘う。コミュニティや 宗教の指導者、
その他の影響力のある人びとと緊密に協力し、この
慣行を糾弾し撤廃するよう促す。妊娠中の思春期
の若者がスティグマを受けることなく教育を受け続
けられるような取り組みを確立する。

気候変動
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環境政策、気候変動軽減・適応策、保全プロジェク
トの意思決定、計画、実施、監視に女の子と女性を
積極的に参加させる。これにより、彼女たちのニー
ズ、知識、経験が考慮され、より効果的で公平な解
決策につながる。ジェンダーバランスのとれた政府
間代表団を含め、環境政策に関する関連意思決定
機関に女の子と女性の代表が参加できるようにす
る。

女の子の権利を守り、女の子と女性特有のニーズ
と課題を認識・対応し、紛争の影響によるものを含
め、彼女たちに不平等な影響を与える環境上の不
正義に対処する取り組みを支援する、ジェンダーに
配慮した気候政策を強化・実施する。パリ協定のよ
うな気候関連の国際的な約束と義務に沿った政策
と介入を実施する。土地、水、クリーンエネルギー
技術などの資源への公平なアクセスを確保し、自
然資源の監督者として、また持続可能な開発の担
い手として、女の子と女性を力づける取り組みを支
援する

国際的な融資を増やし、高・中・低所得国間の気
候・環境プログラムへの公平な投資を確保する。各
加盟国は、ガス排出の最大排出国としての役割と
責任を認識し、それに応じて軽減策に資金を提供
しなければならない。

学校教育課程に環境意識を組み入れ、気候変動
の影響に対処するために、脆弱なコミュニティに住
む女の子と女性のスキルと知識を強化することに
よって、環境意識を高め、コミュニティを力づける。
安全なスペースを提供し、平和的抗議の権利を支
持し、女の子主導のグループに資金を提供し、コン
テンツ制作やオンラインプラットフォームなどを通じ
て、女の子主導のさまざまな環境保護活動や啓発
活動に可視性を与える。

�

�

グリーンスキル、経済的・教育的力づけの強化。女
の子や 女性、先住民族、障害者に対し、グリーン
ジョブや起業の機会、気候変動に強く、将来に備え
た生計や事業に投資するための資金を提供する。
持続可能な農業、生物多様性の保全、エコツーリ
ズムを推進し、環境保護と貧困緩和の両方に貢献
する女性主導の取り組みを支援する。サバイバル
スキルの研修プログラム、収入源の多様化、コミュ
ニティ支援ネットワークの強化など、適応・レジリエ
ンス戦略を推進する。

グリーンテクノロジーと解決策の育成。クリーンな調
理用コンロ、太陽エネルギーシステム、節水装置な
ど、グリーンテクノロジーと解決策の採用と開発を
奨励する。これらは、特に低所得国において、家事
労働の不平等な負担を担う女の子と女性に大きな
利益をもたらす。炭素排出を削減し、天然資源を保
護し、特に地方や恵まれていない地域の女の子と
女性の生計を向上させる、環境にやさしい製品と
サービスへのアクセスを促進する。

早すぎる結婚の

防止

安全で合法的な中絶

サービス

ジェンダーに配慮した

気候政策

国際的な資金調達

女性主導の

取り組み
環境意識

公平な投資

女の子と女性を含める

アクセス可能な

情報

環境にやさしい

月経用品

家族計画サービスへの
アクセス
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政治プロセスへの参加

�

�

公共政策と意思決定のあらゆる分野において、多
様な背景を持つ女の子と協議し、解決策を共同創
造する。加盟国は、女の子と女性の多様な集団から
意見を集めるために、上記のすべての介入策にお
いて、アクセスでき包摂的な方法で、定期的かつ有
意義な協議を実施しなければならない。これには、
タウンホールミーティング、フォーカスグループ、調
査などが含まれる。また、女の子、ユース、女性の
ための諮問委員会や協議会を設置し、彼らの人口
動態に影響する問題について政策決定者に助言す
ることや、女の子やユースが政府の進捗状況を監
視できる、女の子に配慮した説明責任制度を設ける
ことも含まれる。

女の子が政治的リーダーになるのを支援：女の子と
女性がリーダーシップ・スキルを身につけ、政治活
動や市民生活に有意義に参加できるようにするプロ
グラムや 活動に投資する。これには、メンタリングプ

ログラム、リーダーシップ研修ワークショップ、市民
参加と提唱活動の機会などが、地元から国際的な
レベルまであらゆるレベルで含まれる。

�

�

ジェンダー平等推進に取り組む女の子・ユース主導
の、そしてコミュニティを基盤とする組織への資金援
助と支援を増やす。資金調達の機会を女の子と
ユースの団体が利用できるようにし、ドナーが資金
提供する額を増やし、障壁を取り除くことで、より多く
の団体が女の子とユース主導の活動を支援するた
めの柔軟で多様な複数年の助成金を利用できるよ
うにしなければならない。

クォータ制やその他の積極的是正措置を実施。女
性が政治的・公的指導的地位に就き、とどまること
を阻む制度的障壁を取り除く。代表が不在の場合
は、クォータ制を導入するか、育児に関するものも
含め、立法府、議会、ユース議会、協議会など、全
ての意思決定機関や政治機関における女の子と女
性の代表を増やすための政策を導入する。和平交
渉への女性の参加も優先されなければならない。

「私たちがそこに込めたものはすべて、私たちの心、私たちの想像から生まれ
たものであることが大好きです。何年か後には、私たちの希望が現実になる
と思う。このボードに込めた想像が実現したら、とてもとても興味深い。女の子
の未来をより良くするために、私たちができることを全てやり続けるための良
い後押しになるでしょう。」。 
Tala、21歳、中東・北アフリカ、ワークショップ

結論

ユース参加者は、ジェンダー平等は私たち全員が目指すべきものだと強く信じている。有害
なジェンダー規範からの解放は、女の子も男の子も、女性も男性も、 ありのままでいられるよ
うにし、人としての可能性を最大限に発揮させられると信じている。

国連未来サミットは、ジェンダー平等に対する既存の公約を再確認し、今日と未来の課題に
より適切に対応するために多国間システムを改革する、世代に一度の機会を提供している。
現在の傾向は暗い絵を描いているが、調査に参加した思春期の女の子とユースは、ジェン
ダー平等と皆にとってより良い未来は達成できると楽観的である — 私たちが今行動すれ

ば。政策立案者は、既存の公約を再確認し、自らの未来に影響する決定にユースを参加さ
せ、行動を貫く必要がある。

「あなたの仕事は、国民の声を聞くことです。

私たちは国民であり、未来です。私たちに耳を傾けてくれますか？

これが私たちの未来のための声なのです。84。

本報告書をお読みの皆さんは、世界の各地域から集まった100人超の15～24歳のユースの

声を聞いたことになる。彼らの考察と提言は、現在そして未来の世代のために、ユースがど
れほど関与し、貴重な貢献ができるかを示している。国連未来サミットに向けて、私たちが共
に実現したいと願う未来の共同創造者として、ユースの声と視点を増幅させよう — 私たちの

未来のために、私たちの声を。

積極的是正
措置

政治的リーダーになる

女の子を支援する

メンタリングプログラム

資金と支援の拡大

ジェンダー平等

定期的かつ有意義な
協議
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付録：調査方法
本報告書は、2024年3月に以下の4つの参加型未来手法で実施された調査に基づいてい

る。

• 地平線探査：STEEP-V（社会的、技術的、経済的、政治的、価値観）の枠組みを通して、女
性と女の子の未来に影響を与える重要な要素を特定するために、既存の出版物85の最初
の探索的な文献調査を行った。ユースはまた、ジェンダー平等の未来に不安を感じたり、希
望を抱いたりするような、自身のコミュニティ、国、世界における変化について尋ねるオンラ
イン調査を通じて、地平線探査に貢献した。変化は、主要なテーマの下に分類され、分析さ
れた。

• オンライン調査：プランのユース・ネットワークとユニセフのGlobal Girls Leaders Advisory
Groupの15～24歳の女の子に、14の質問（マイクロソフトフォームでスペイン語と英語で利
用可）からなる簡単なオンライン調査を実施した。124の回答のデータクリーニングと記述分
析は、Stata分析ツールを用いて行われた。参加者の年齢は15～24歳で、20歳以上が
74％を占めた。調査参加者の72％が女性、26％が男性、1％がノンバイナリー、1％が回
答を控えた。調査参加者は世界の全ての地域を代表しており、そのほとんどがサハラ以南
のアフリカ（47％）に住んでおり、次いで中東・北アフリカ（27％）、南アジア（14％）、ラテン
アメリカ・カリブ海地域（5％）、ヨーロッパ・中央アジア（5％）、東アジア・太平洋地域（1％）と
なっている。

• 予測ワークショップ：15～24歳の様々なプランのユースグループから44人のユース参加者
（ユース男性7人、ユース女性37人）を招き、3時間のオンライン・ワークショップを5回実施
（英語4回、スペイン語1回）。調査結果の短いプレゼンテーションの後、若者はfutures
wheelsツールを使って、ジェンダー平等の未来にとって現在の変化が持つ重要な意味につ
いて考えた。続いて瞑想的な想像と探求の実践が行われ、ユース参加者は、ジェンダー平
等が達成された2054年への旅を想像した。この望ましいジェンダー平等の未来についての
ビジョンを言葉や絵で共有し、Miroを使用して集団的な世界構築ボードを作成した。その
後、ユースはバックキャスティングの実習に参加し、望ましい未来を皆の生きた現実にする
ために、政策立案者が今日、2030年、2054年の間に取るべき主要な具体的行動を策定し
た。最後に、ユース参加者は個々に、政策立案者に向けた主要な懸念事項やメッセージを
盛り込んだガールズ版「未来のための協定」を起草した。セッションの最後には、ジェンダー
平等の将来に対するユースの楽観論/悲観論と、それに影響を与えるユースの能力を評価
するポラックゲームが行われた。ワークショップのデータは、データをコード化し、質的内容
分析を用いて分析した。

• ガールズ版協定検証ワークショップ：様々なプランのユースグループ、ユニセフの Global
Girls Leaders Advisory Group、ユニセフの Innocenti Youth Foresight Fellows から15
～24歳の34人のユース参加者（ユース女性30人、 ユース男性4人）を招き、90分のオンラ
イン・ ワークショップ（全て英語）を4回実施した。ワークショップでは、ユースの声が十分に
反映されるよう、ガールズ版協定に関するフィードバックを集めた。

倫理、保護、幸福：この調査は、IRBに登録されているプラン・インターナショナルの倫理審査
チームから倫理承認を得た。全てのプロセスは、プランの倫理的MERと保護方針のための
枠組みを遵守した。すべての参加者から同意を得、18歳未満の参加者には保護者の同意を
得た。参加者には、私たちの意図とデータの使用方法について透明性をもって説明した。調
査では個人的な質問はせず、個人的な機密情報も収集しなかった。未来に対する不安感を
避けるため、私たちは未来を主体性と力づけの場として提示した。参加者の身元を保護する
ため、名前はすべて変えてある。

参加型かつ協力的なアプローチ：調査は、ユニセフの『Youth Foresight Playbook： 
Designing a Youth-centred Journey to the Future』の10の原則に沿って行われた。私たち
は参加型アプローチをとり、ユースを調査方法の合意者、共同研究者、共同ファシリテーター
として協力させ、調査成果物に対するフィードバックを求めた。ワークショップは、参加者のス
ケジュールに合わせて設定された。ツールは協力的なもので、ユースが尊重され、自分の意
見を自由に述べ、正解か不正解かを考えずに自分の考えを試すことができる安全な環境を
作った。

世界的な包摂：プラン・インターナショナルは「、誰一人都市の推さない（Leave No One 
Behind Partnership ）」86の一員として、疎外された集団の声を高めることに尽力している。
ユース参加者は、世界の全地域を代表する35カ国超から、多様な背景を持つ者が集まった。
技術的なアクセスが限られていたり、特別なニーズがあったりする若者の参加を確実にする
ため、私たちはデータ・バンドルを提供し、電話で参加できるようにワークショップを設計し、特
別なニーズを持つ参加者に追加の支援を提供した。だが、サンプル数が少ないこと、オンライ
ンによるアプローチであること、英語が中心であることから、この調査が世界のユースを代表
するものではないことに留意することが重要である。

ガールズ版協定はこちらからダウンロードできる：
https://www.plan-international.jp/activity/
pdf/Girls_Pact_for_the_Future_JP.pdf

https://plan-international.org/girls-pact
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プラン・インターナショナルについて

プラン・インターナショナルは、子どもの権利と女の子の平等を推進する独立した開発・人道団体
である。私たちは、すべての子どもの力と可能性を信じているが、それが貧困、暴力、排除、差別
によってしばしば抑圧されていることを知っている。そして、その影響を最も受けているのは女の
子なのだ。

子ども、ユース、支援者、パートナーとともに、私たちは公正な世界を目指し、女の子や脆弱な子
どもが直面する課題の根本原因に取り組んでいる。私たちは、子どもが生まれてから大人になる
まで、彼らの権利を支援し、子どもが危機や逆境に備え・対応できるようにする。私たちの広が
り、経験、知識を活用し、地域、国、そして世界レベルで実践と政策の変革を推進する。

85年以上にわたり、私たちは80カ国超で全ての子どもの生活を変えるために、決意ある楽観主
義者を結集してきた。

皆が平等になるまで、私たちは止まらない。
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